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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】令和1年11月21日(2019.11.21)

【公開番号】特開2019-74240(P2019-74240A)
【公開日】令和1年5月16日(2019.5.16)
【年通号数】公開・登録公報2019-018
【出願番号】特願2017-199427(P2017-199427)
【国際特許分類】
   Ｆ２３Ｇ   5/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２３Ｇ    5/50     ＺＡＢＬ
   Ｆ２３Ｇ    5/50     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月10日(2019.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炉内を撮像した画像から特徴量を抽出する特徴量抽出部と、
　抽出された前記特徴量のうちから、１以上の前記特徴量を選択する特徴量選択部と、
　前記画像で示される燃焼状態に応じた前記炉の状態量と、選択された前記特徴量とを対
応付けることにより学習データを生成する学習データ生成部と、
　前記学習データを用いて前記炉内の画像から燃焼状態を推定する推定モデルを作成する
推定モデル作成部と、
　炉内を撮像した前記画像を取得すると、取得された前記画像に示される燃焼状態に応じ
た前記状態量を、前記推定モデルを用いて推定する推定状態量算出部と、
を備え、
　前記特徴量は、推定対象となる前記状態量に対する貢献度を基に選択される、
ことを特徴とする炉内状態量推定装置。
【請求項２】
　前記推定モデル作成部は、前記学習データを用いて機械学習を行うことにより前記推定
モデルを作成する、
ことを特徴とする請求項１に記載の炉内状態量推定装置。
【請求項３】
　前記貢献度は、前記状態量に対する相関の大小を示す指標である請求項１又は２に記載
の炉内状態量推定装置。
【請求項４】
　前記特徴量選択部は、
　　前記特徴量の各々から前記状態量を算出する回帰式を算出し、
　　算出された前記回帰式における前記特徴量の各々の寄与率を前記貢献度とする、
請求項１乃至３のいずれか一項に記載の炉内状態量推定装置。
【請求項５】
　前記特徴量抽出部は、前記特徴量を、前記過去の画像から得られる輝度情報に基づいて
抽出することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の炉内状態量推定装置。
【請求項６】
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　前記状態量は、前記炉内の燃焼時に生じる排ガスまたは排出物に関する状態量であり、
　前記学習データ生成部は、前記画像が撮像された時から所定の時間経過後に前記状態量
の計測地点で計測された計測値を対応付けることによって前記学習データを生成すること
を特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の炉内状態量推定装置。
【請求項７】
　前記推定モデル作成部は、複数の機械学習の手法を用いて複数の前記推定モデルを作成
することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の炉内状態量推定装置。
【請求項８】
　前記状態量の推定値と、前記状態量の計測値との差異が所定の閾値を超えた場合に、再
学習による前記推定モデルの再作成を決定する再学習決定部を、さらに備えることを特徴
とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の炉内状態量推定装置。
【請求項９】
　炉内を撮像した画像に基づいて得られる画像情報であって過去の前記画像に基づいて得
られる過去画像情報と、前記過去画像情報で示される燃焼状態に応じた状態量とが対応付
けられた学習データの機械学習を行い、前記炉内を撮像した入力画像情報から推定状態量
を推定する推定モデルを作成する推定モデル作成部を備えることを特徴とする推定モデル
作成装置。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　炉内を撮像した画像から特徴量を抽出する特徴量抽出ステップと、
　抽出された前記特徴量のうちから、１以上の前記特徴量を選択する特徴量選択ステップ
と、
　前記画像で示される燃焼状態に応じた前記炉の状態量と、選択された前記特徴量とを対
応付けることにより学習データを生成する学習データ生成ステップと、
　前記学習データを用いて前記炉内の画像から燃焼状態を推定する推定モデルを作成する
推定モデル作成ステップと、
　炉内を撮像した前記画像を取得すると、取得された前記画像に示される燃焼状態に応じ
た前記状態量を、前記推定モデルを用いて推定する推定状態量算出ステップと、
を実行させるための炉内状態量推定プログラムであって、
　前記特徴量は、推定対象となる前記状態量に対する貢献度を基に選択される、ことを特
徴とする炉内状態量推定プログラム。
【請求項１１】
　前記推定モデル作成ステップは、前記学習データを用いて機械学習を行うことにより前
記推定モデルを作成する、
ことを特徴とする請求項１０に記載の炉内状態量推定プログラム。
【請求項１２】
　炉内を撮像した画像から特徴量を抽出する特徴量抽出ステップと、
　抽出された前記特徴量のうちから、１以上の前記特徴量を選択する特徴量選択ステップ
と、
　前記画像で示される燃焼状態に応じた前記炉の状態量と、選択された前記特徴量とを対
応付けることにより学習データを生成する学習データ生成ステップと、
　前記学習データを用いて前記炉内の画像から燃焼状態を推定する推定モデルを作成する
推定モデル作成ステップと、
　炉内を撮像した前記画像を取得すると、取得された前記画像に示される燃焼状態に応じ
た前記状態量を、前記推定モデルを用いて推定する推定状態量算出ステップと、
を備え、
　前記特徴量は、推定対象となる前記状態量に対する貢献度を基に選択される、
ことを特徴とする炉内状態量推定方法。
【請求項１３】
　前記推定モデル作成ステップは、前記学習データを用いて機械学習を行うことにより前
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記推定モデルを作成する、
ことを特徴とする請求項１２に記載の炉内状態量推定方法。
【請求項１４】
　前記特徴量は、推定対象となる前記状態量に対する貢献度を基に選択されることを特徴
とする請求項９に記載の推定モデル作成装置。
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